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1) 先天性宥毛咽頭ポりープの 1倒 
大塚武啓(千大〉
生後 6ヶ月の女児で，幅吐と共に突然口腔外に飛
び出した先天性有毛咽頭ポり戸プの 1例について報
告した。
遺伝的関係を認めず，患者の身体他部にも崎形を
認めなし、。
腫庖は上咽頭左側壁より有柄性に口腔外に出て居
り，表面皮膚様，比較的平滑で毒毛の密生を認め，
頭部は示指頭大で，長径 7cm，弾力性軟な一様な硬
度を有してし、る。組織学的には皮様腫で，表面は角
化せる重層扇平上皮にて被われ，皮脂腺，毛嚢，滑
於附属病院屋階大講堂〉 
53才男子主訴暁下痛。会厭舌面は腫脹発赤し黄色
膿点を認め切開排l 41才女子慶声及援す。第 3例 
び呼吸困難にて某病院を訪れ，会厭舌面強度腫脹を
認、めたが自壊後本院を訪れた。会厭舌面中央は浮腫
状に腫脹す，特発性会厭膿療がその舌面に発生する
のは，粘膜下組織が霧粗であり叉外来刺激をうける
事が多いためで、ある。舌直に限局されるのは遊離縁
の粘膜下組織のない事と，咽頭会厭靭帯によると思
う。然し発症が波及して声門浮腫を来せば窒息の危
険があるので気管切開の必要がある。
追加加藤義信(社保諸国病院〕
症例， 32才女，前夜来日国頭痛，聴下痛あり，発声
平筋，脂肪札織，結締組織等が認められ，骨，軟骨， Klossig 所見。口蓋帆披裂部浮腫著明，声帯著~な
歯牙等は見出し得なかった。1_..，翌日。口蓋帆右舌側に小膿点  2ケ発見。同所を
2) 異型扇桃源周囲策の 2例
布施良三(千大〉
扇桃腺周囲炎に於て炎症が咽頭筋膜の内側で，下
咽頭側壁の結締織に波及し，会厭披裂撤襲等に浮腫
状腫脹を呈し，重篤なる喉頭合併症の危換を予想せ
しめたが，抗生物質その他の化学療法により，合併
症を来さず治癒せしめ得た 2例に就き報告した。両
側共牙関緊急は極めて軽度，顎下部の腫脹も同様で
前副咽腔に反応性炎症は生じたが，副H因腔には重篤
なる炎症乃至膿痕は生ずるに至らなかったものと考
えられる。 
追加篠  I[時 誠(千大〉
45才男子主訴呼吸困難及び強度の膜下痛。喉
頭右半部の浮腫性腫脹及び声門浮腫，気管切聞によ
り膿汁多量排世さる。然L解熱せず，縦隔洞炎を来
たし，本院に転院，気管切開創より穿刺により膿汁
を得，爾後漸次軽快治癒す。
追加北村 武(千大〉
3例を追加す。か Lる症例は総てが予後が良いと
いうわけではなL、から注意すべきである。
3) 会厩膿寝の 3慨に就いて
篠崎誠(千犬〉
切開排膿した。鏡検上紡垂状梓菌C*)，拝菌(十)， 
雑菌C+)であった。切開翌日殆んど全治した。
追加北村 武(千大〉
最近になりか Lる症例が増加している。これは近
年食生活の斐化と何か関係がある様に思われる。特
にノミ yの中には針金等の異物が混入していて会厭を
傷ける事がある。
第 2例は始め結核と思われ内科で処置されてい
た。
.4) 巨大なるi慮胞控歯畢嚢腫及'()t歯根嚢腫症例
明石寿也(千大〉
症例1.左頗部腫脹，左鼻閉を主訴として来院せ 
る28才，男子。 1.に由来する巨大な癒胞性歯牙嚢腫
で，襲腫は.]-.顎洞を外方に，下甲介，鼻中隔を強く
右方に圧排し，叉頬部，硬口蓋の膨隆を認めた。嚢
腫腔は 5.5X4.5x6cmの大さを有し，摘出手術に際
し裏庭ーの外側で護腫に接して坦伏せる過剰歯を認め
た。 
症例 2. !.li.抜歯創及び硬口蓋切開創よりの悪臭性
膿汁流出を主訴として来院せる 44才，男子。 liに由 
来する歯根嚢腫で下鼻道，硬口蓋の膨降を認めた。
レ線像で左上顎洞下部に鳩卵大，円形の陰影を認め
摘出手術を行った。
第 1例 28才男子主訴咽頭痛及び呼吸困難，会 次いで漏胞性歯牙嚢腫及び歯根褒腫の成因，嚢腫
厭舌面強度に腫脹しf;;7]開排膿により治癒。第 2例 壁の構造，鑑別診断に就1..、て述ベた。
